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十八坪の石場建ての家
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ポスト

今回は、愛知県名古屋市中川区に、石場建て平屋の水野さん宅
にお邪魔しました。石場建て。古い家にはあたりまえの工法で
すが、建築基準法の仕様規定外になっていることもあり、新築
では（社寺建築や木の家ネット周辺以外では）なかなか例があ
りません。この家の設計をした川端眞さんも交え「なぜ石場建
てに？」「 費用はどのくらいかかるの？」「こじんまりとで
も心地よく住める家づくりの秘訣は？」など、みなさんもきっ
と気になることをじっくりと、お訊きしました。

「石場建て」って、どんな？
床下をのぞいてみよう！

「建築基準法の仕様規定では建てられない、石場建ての家」と
聞くと、なにかハードルの高い、特別な家というイメージをい
だいてしまいそうですが、実際に訪れてみると、こじんまりと
した、シンプルな形の「普通の平屋の家」でした。

シンプルな平屋

南北にさしかかる屋根の、南面の真ん中あたりの軒が長く張り
出し、その下がウッドデッキになっています。家の手前角にあ
る柿の木の根元から、玄関のあるウッドデッキにのぼる階段の
手前まで、緑色がかかった延べ石が敷かれた小径をアプローチ
するのですが、そのほんの数歩の間にも、この家の最大の特徴
である「石場建て」の様子が見えてきます。

家の隅から右側面の足元が空いているのが見えます。これが石場建て。サッシの下は下駄箱の扉が上から吊り下げられているだけで、板
の向こう側はそのまま床下空間になっています。

映画の「となりのトトロ」で、幼いメイちゃんが縁の下をのぞ
きこんで、チビトトロを発見するシーンを覚えていますか？
家の縁の下があいていて、等間隔で並んだ柱が、四角い基礎石
の上にトンと立っている、これが「石場建て」です。家の中央
部の柱はネコの侵入を防ぐためにネットで覆われてはいます
が、それ以外はずーっと向こうまで見通せて、床下の薄暗がり
の先に、建物の向こう側の光が明るく見えています。

普通の家だと、家の下には基礎コンクリートの立ち上がりがあ
り、その上に敷かれた土台に、柱が立ちますから、床下は「み
っちりと」埋まっていて、「床下を風が通る」ようなことはま
ず、ありません。今の住宅では見かけないつくりですが、古い
民家や、神社の神楽殿やお堂やなどで「見たことはある」の
で、何だかなつかしいような光景です。

建て主の水野さんと、お子さん

「ここで靴を脱いでいただけますか？」建て主の水野さんのご
案内で、デッキにあがる階段の手前で靴を脱ごうとして、あが
りはなに、床下に下駄箱がしつらえられているのを見つけまし
た。

（建て主・水野さん）最初はデッキの上までは土足で、入
り口の引き戸をあけた踏込みのところで靴を脱ぐようにと
計画したんですが、できあがってみるとデッキがあまりに
きれいで、とても土足であがれない気がして・・ここで素
足になることにしたんです。

石場建ての柱同士をつなぐ足固めの下端に靴箱の扉が吊られています。

靴を脱ぐあたりに雨が吹き込まないよう、母屋の屋根には太い
竹を並べて立て掛けてあり、屋外なのに室内のような、不思議
な空間です。

内と外とが
ゆるやかにつながる

玄関の外側に、庭に向けて広がるウッドデッキ。右奥に見えるのは木で作った物干し台。

お天気がいいと、冬の昼間でもこの玄関デッキにお膳を出
して、ご飯を食べたりするんですよ。

屋外の部屋？のように使われる、４畳の広さの軒下の空間は、
家の外と中に振り分けになった天秤梁が軒の重みをガッチリと
受けることで実現しました。両開きの引き戸を開けて家の中に
入ると、もともとは靴箱を想定していたところに、本の収納ラ
ックが作り付けられていました。

図書館にあるようなのを作って！と、大工さんに無理を言
って作ってもらいました。とても満足しています。

下のラックは、表紙が見えるように絵本を並べることができ、子どもの手がと
どかない上の棚には、大人の本が並んでいます。真ん中の段にはおもちゃが広
がっていますが、片付けると書斎机としても使用可能です。

正面は8畳間の板の間で、大きな無垢板の座卓が置かれている
だけ。その上は屋根裏まで吹き抜けの、高さのある空間で、半
分ははしごで登れるロフトになっています。板の間の向こう
は、ご両親の家との間の中庭を臨むデッキにつながる掃き出し
窓が。デッキを介して、南の庭から北の中庭までがゆるやかに
連続する、のびやかな空間となっています。

玄関から８畳の居間を見た眺め。上にはロフト、全面のガラス戸の奥には同じ高さでウッドデッキが広がっていて、実際よりもうんと
広く見えます。

長寿命の家をめざしたら、
石場建てに行き着いた

（木の家ネット・ヨハナ）自然な暮らしを考えていって、
木組み・土壁の家を選ばれた、というところまでは分かる
のですが・・・石場建てまでは、なかなか、いかないです
よね？

無垢の木の家がいいな、というところから始まっていろい
ろ勉強していくうちに、伝統構法にたどり着いたんです
が、いろいろ学べば学ぶほど、石場建てしかないな、と。

そう思われた理由は？

だって、せっかくお金をかけて作る家だったら、長く住み
たいですよね？ 東海地震だって、いつ起きてもおかしく
ない。どうするのがいいの？と勉強していくうちに、石場
建てでは、巨大地震の時には、柱が石からずれることで建
物に入る力を逃すのだということを知り、これだ！と思い
ました。

排水管の配管。地震で家が動いても、真ん中の銀色の部分でズレを吸収するよ
うになっています。

建築基準法では想定外と言われる巨大地震にも対応できる
ようにしたいですのものね。長寿命の家づくりを考えれ
ば、地震以外にも、床下に湿気がこもらないことは、絶対
条件。その点でも、石場建てには利がありますよね。

このあたりは大きな川のすぐ近くなんですが、石場建てで
高床になっていれば、多少の水が出ても家には影響しない
でしょう？

つくり手が少ない！石場建て

ところが、無垢の木、土壁まではやっていても、石場建て
までとなると、手がけている方が、ほとんど居られないん
です。メールで問い合わせたある設計事務所に「石場建
て？そんな危険なこと、できるわけないでしょう、本気で
すか？」なんて返事をもらったことすらあります。

建築基準法ですんなり作れないこともあり、伝統構法を勉
強していない人だと「石場建ては基準法ができる前の、安
全性の低い建物」としか思っていないかもしれないです
ね。E-ディフェンスでの石場建て二階建て住宅の実大振動
台実験映像も公開され、地震時の挙動もだいぶ分かってき
てはいます。情報をキャッチしている人なら、そんな言い
方はもうしないでしょうけれどね。

見る

2012年9月19日 加振8 NO.6柱脚フリー・巨大地震 …
共有

「石場建てをやっているところ」を手がかりにインターネ
ットで探して、やや遠方ではありましたが、川端建築計画
の川端眞さんにたどり着いたんです。父が「施工はつなが
りのある地元の工務店で」とこだわったんですが、結局、
地元に石場建てを引き受けるところはなく、川端さんが絶
大な信頼を寄せている宮内建築の宮内寿和さんにお願いし
ました。父も情熱大陸のビデオを見て、納得してくれまし
た。

工事費総額で1800万で
なぜ石場建てを実現できたのか？

つくり手の目星がつくと、次に問題になるのは予算ですよ
ね？ 差し支えなければ、工事費としてどの位を考えてい
たか、教えてください。

当初は1500万のつもりでいました。がんばって出せたと
しても、1800万が限界でした。川端さんに決める前にあ
たった、石場建てをやっている数少ない工務店の中には、
はなから予算で断られたところもありました。

川端さんには、なぜ断られなかったのでしょう？

川端建築計画の川端眞さん

（川端建築計画 川端眞）設計をさせてもらった川端で
す！ 初めて建て主さんと会う時には「どんな生活がした
いですか？」と「予算はいくらですか？」の二つの質問を
します。広さとか部屋数は一切訊かないでね。予算が少な
いなら少ないなりに、希望をこじんまりとまとめればいい
じゃないかと、４人家族の水野さん宅は18坪でまとめま
した。ご満足いただいていますよね？

はい！大満足です！

設計の腕の見せどころですねー

次ページでは、石場建てにかかる費用を大解剖！
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石場建ての足元は、物置きだけでなく、子どもの遊び場所にもなります。

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2019年6月15日

やさしくて強い、
理想の家を求めて:
アイ設計研究室　
大前泰秀さん

2019年5月15日
磨き上げた職人技
で、木を生かす：
西岡建築一級建築
士事務所　西岡健
一さん

2019年4月20日
大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

2019年4月10日
本物の家づくり
を、自由に、楽し
んで：株式会社木
神楽　高橋一浩さ
ん

2019年1月5日
新春特集 2018年の
ベストショット集

2018年12月29日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part3　
大工の声＆今後の
課題編

2018年12月17日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part2　
実録編

2018年12月14日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part1　
概要編

2018年9月4日
番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん

2018年8月15日
鶴岡総会予告 その
１　散るより、生
き延びよ！

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
18件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

8件のビュー

家にお風呂が入る
まで
5件のビュー

無くなっては困
る！刻み用電動工
具：込み栓角ノミ
を復活させるため
のアクション

5件のビュー

サツキとメイと私
の家 : 愛・地球博
レポート
5件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
4件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
4件のビュー

番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん
3件のビュー

大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

3件のビュー

この記事のタグ

建築基準法と伝統構法

木の家の安全性を考える

同じタグがついた別の記事
2004年11月25日
木の家ネット第四期総会報告

2009年6月4日
「伝統木造のこれから」住宅瑕
疵担保責任保険、伝統構法の扱
いは？

2009年3月25日
「伝統木造のこれから」大橋好
光教授の展望は？

2016年5月21日
熊本震災調査レポート

2009年1月26日
伝統木造設計法構築に向けて、
実物大実験！

関連する記事はこちら

小さな
石場建ての家

［川端建築計画川端眞さん］
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熊本震災レポート 2 熊本震災調査レポート 古川 保の熊本市川尻町
震災日誌

「改正建築基準法再改正
にむけての要望アンケー
ト」全回答のまとめ

新潟県中越地震被災地訪
問レポート
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ポスト

石場建ての坪単価がそれなりに高いわけ

ところで、石場建ての家って、コスト面で大変ということ
をよく聞きます。予算が決まっているのに、大工さんの持
ち出しがちになってしまうというような話も。なかなか具
体的には語られないそのあたりを、ぜひ突っ込んで聞かせ
てください！

（川端建築計画 川端眞）土塗り壁に石場建てだと、どう
しても、施工の工数がかかるんですよ。

乾式工法と比べて、土塗り壁に費用がかかるというのは、
小舞を編んで、塗っては乾き待ちという工程を何回か繰り
返すわけですから、分かるんですけれど、石場建てである
ことで、どのような工程が増えるのですか？

石場建てにする場合、石に載っているだけの柱同士が地震
の時にバラバラに動いしまっては困るので、建物がある程
度一体となるよう、柱同士を「足固め」と呼ばれる材で、
横に縫うような形で必ずつなぎ合わせるんですね。

向こう側まで透けて見える石場建ての家の足元。柱と柱をつないでいる横材が「足固め」と呼ばれている。構造材と配管類が見えてい
るので、異常の発見やメンテナンスのしやすさは抜群。ネットで覆ってあるのは、猫などの動物が居着かないようにするため。

なるほど。柱ごとに、足下近くでこの「足固め」を設け
る。となると、木組みですから、仕口加工が必要になると
いうわけですね。

ちょっと想像してもらうと分かると思いますが、上下左
右、直交する位置で隣り合う、周りの柱すべてから、足固
めが刺さってくるわけです。となると、建物の隅にある柱
では接合部が二方差し、外周なら三方差し、内側なら四方
差しになるわけですよ。

なるほど。土台敷きだったら、土台側に柱を真上から受け
る仕口が一カ所あれば済むし、簡単に済ませるなら、加工
が楽な蟻継にしたって成り立つ。けれど、石場建てとなる
と、足固め部材の先端を柱に刻んだホゾ穴に通して、その
向こう側にある足固め部材ともクサビでつなぎ合わせ
て・・と、複雑な形状になりますよね。

柱にもそれだけの断面欠損が出ますから、それなりの太さ
が必要となります。水野さん宅では四方差の柱は６寸角に
しています。

大工にとって、石場建てとは？

宮内 寿和（宮内建築）

石場建てって、やってる人がなかなかおらんから、やろ
うと思ったらいろんなハードルがあるし、実際、手間も
うんとかかるんやけど、それでも、大工としてはやって
みたいものなんですわ。やればね、大変なのに、不思議
ですよね。けど、実際にやってみるとね、普通の布基礎
の上にでんと横に寝かせた土台に柱を差すような建物の
時とは、まったく違う感覚になる。これにハマるんやな
あ。

石の上に柱をトンと直接建てる時にね「ああ、日本の家
って、これなんのやな」と実感するものがあるんです
わ。木のいのちを使わせていただくという大工の心もち
からすれば、重たいコンクリートに横に寝かせた土台に
柱を縛り付けるんでなしに、木がかつて山にあったのと
同じように、立てて使いたい。諏訪には御柱を立てる風
習があるけど、柱を立てるというのは、そこの土地の神
様にちょっとこの場所に住まわせてください、という自
然に対する謙虚さのあらわれというような意味もあるん
やと思う。

このあいだの大震災の津波の跡には、住宅が並んでいた
あたりに基礎のコンクリートだけが残っている光景が広
がっていたけどな、あれは、建物はコンクリート基礎の
上に建てて、地面と緊結するという風に法律で定められ
て以降のもんなんよね。石場建ての家は、住まなくなっ
たら、土地をけがすことなく、跡形もなく片付けられ
る。「やがて無になる、朽ちてく美しさ」というような
この感覚が、大工にはピーンとくるんですわ！

柱が基礎の石に直接のっかるのだから、土台敷きの場合よ
りは、柱の長さも長くなりますよね？

全体で見ると、木材の量も増えますし、柱や梁を覆わずに
目に見えるようにする真壁づくりになると、材を加工する
大工手間も含め、坪あたり10万はアップになりますね。
基礎石が自然石で、柱の足下にひかりつけが必要となれ
ば、なおさらです。

ひかりつけって？

石の表面が平らでない場合は、柱の足下を、石の表面の形
状に合わせて加工しなければならないでしょう？ それを
ひかりつけといいます。

ひかりつけの例。木の家ネット事務局の仕事小屋は、自然石を基礎にした３坪の石場建てです。この時に使ったのが「ひかりつけ定
規」という、細長い金属の板がクシの歯のように並んだ道具。これで自然石の表面の形状を写しとり、柱の足元にあてがって、同じ形
になるように削りました。

うちの場合は、ベタ基礎の上にタイル状の石を並べたの
で、そこまではないですけどね。

ほかに、通常の確認申請のルートには乗らない石場建て
は、構造適合性判定（以下、略して適判）という手続きに
出さなければならないのでしょう？

適判にまわった場合には、審査料だけで18万円ほどかか
ります。適判に提出するための計算書が、A4の用紙を積
み上げて厚さ３センチぐらいあって、それを作成する費用
も、ぼくがもらう設計料に上乗せとなります。ぼくの場
合、限界耐力計算という構造計算も自分でするので、石場
建てという時点で通常の設計料プラス20万円をお願いし
ています。

建物そのもの以外にも、いろいろかかってくるんですね。

だから「小さくまとめましょうよ」とぼくは言うんです。
それで狭苦しい感じにしなければいいんですから。ただ
「18坪の家」と聞いたら「せまくて４人家族は無理や
ろ」と思うのが普通でしょう。けれど、それをそうじゃな
くすることだってできるんです。

そこがまさに「設計の妙」なんですね。水野さんのお宅は
18坪ですが、室内と屋外とをゆるやかに結ぶ「縁空間」
や、吹き抜けにロフト、三方にあるデッキなどといった設
計のおかげで、建坪以上の空間のゆとりを感じます。

生活上必要な空間が確保されていれば、それが必ずしも
「部屋」である必要はないんですよ。水野さんの生活感覚
も「シンプルでいい」という基本からブレていないところ
があって「こんだけで、ええやん」とおっしゃる。そこが
合致してこの「18坪の石場建て」が実現したんです。

打ち合わせが進んで、最初に工事費の見積もりが出た時に
は、それはドキっとはしましたよ。ああ、やっぱりこんだ
けかかるんだ、って。けれど、冷静に考えれば、総額とし
てみれば、普通にハウスメーカーで新築したって、よっぽ
どのローコスト住宅でもなければ、1800万はかかる金額
でしょう？ それで土壁も石場建ても実現できるなら、い
いじゃないか！と。

単価100万と聞くと目が飛び出しそうな金額ですが、総額
1800万なら出せる範囲、という方は、少なくないでしょ
うね。

坪100万！されど工事費総額1800万！その総額を用立てら
れれば、実現はするんです。

それで、この住み心地ですからね！部屋数が一つ二つ多い
よりも、ずっと心地よい暮らしができていると思います
よ。

居間の上はロフト。子どもたちの遊びスペースになってます。

石場建ての家での
日々の暮らしに感謝

日々暮らしていて「石場建てでよかった」ということはあ
りますか？

いや～、普段は特に意識しないですね。床下に下駄箱がで
きるとか、植木鉢なんかをしまえる？という位でしょう
か。

安心安全というのは、その意識しないで済むぐらいがいい
のかもしれないですね。

むしろ、日常的には、無垢の木のよさというのが大きいで
す。木の香りや床が足にあたるやわらかい感じなどがよく
て、入居したての頃は「こんなに幸せでいいのだろう
か？」とおそれ多いぐらいでした。慣れてきた今でも、木
の床を拭き掃除しながら「ああ、幸せだな～」としみじみ
思いますよ。

その幸せが、ずーっと長く続くというのが、無垢の木の家
のよさですから！木の色に深みが出てくるよさを、年々か
みしめてくださいね～

ほんとにね。こんな家づくりがあることを、みなさんにぜ
ひ知ってほしいです！

次ページはプロ向け。今後、石場建ては建てやすくなる？
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家づくりの記念に、クリスマスの日に家族全員で土壁に押した手形。
毎年クリスマスが来るたびに、この家を建てる時のことを思い出すことでしょう。

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2018年3月27日

伝統建築に携わる
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無形文化遺産候補
選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
年のベストショッ
ト

2017年12月14日
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した！

2017年9月4日
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2017年8月8日
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まで

2017年6月30日
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のススメ

2017年6月3日
掛川総会３

2017年5月31日
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人気のある記事
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やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

工務店・小田貴之
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ー
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問記
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土壁の魅力
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建築基準法と伝統構法

木の家の安全性を考える
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伝統構法をユネスコ無形文化遺
産に！
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「改正建築基準法再改正にむけ
ての要望アンケート」全回答の
まとめ

2016年6月21日
熊本震災レポート 2

2004年2月25日
木の家ネット第三期総会報告

2009年10月6日
第三回これ木連フォーラム「伝
統構法はこれからどこへ向かう
のか？」の報告
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ポスト

石場建てにするということは、現行の建築基準法でさだめ
ている仕様である「建物は基礎に緊結する」からはずれる
ことになります。となると、建物の構造安全性は、設計者
がきちんと証明しないといけない。そのために「限界耐力
計算」という方法を使うのですが、その計算方法を採用し
た時点で、適判送りになるんです。

読者のみなさんに簡単に解説しましょう。平成10年以来
「性能規定」が認められるようになりました。これによ
り、建築基準法の仕様規定から外れるものであっても、
「４号物件」とよばれる一般の住宅程度の規模の建物であ
れば、設計者が独自に構造安全性を確認すれば、確認申請
は受理されるようになっていました。その根拠は「建築士
というの国家資格をもった者が設計しているから」という
点にあり、これを「４号特例」と言います。

まず「４号特例」が認められていた頃の話をします。平成
14年（2002年）、石場建ての構造安全性を建築基準法の
壁量規定によらずに証明する方法を、鈴木祥之先生や樫原
健一さんが中心となって「木造軸組構法の耐震設計法」を
作成して普及に努められ、平成16年(2004年)には「伝統構
法を生かす木造耐震設計マニュアル―限界耐力計算による
耐震設計・耐震補強設計法-」という本にまとめられまし
た。ぼくらはそれを使って、石場建てを設計し、確認申請
を通していたんです。

「関西マニュアル」と皆さんが呼んでいる本ですね！とこ
ろが「４号特例」が、限界耐力計算を使う場合に限って、
廃止されて「関西マニュアルに依拠して構造安全性を確認
しました」では済まなくなり、確認審査機関や窓口以外に
も、構造計算の専門家にも妥当性を判断してもらう、ピア
チェック（＝二重チェック）を受けなければならなくなっ
たんですね。

適判送りになるようになってしまってから、JSCA関西の
樫原さんが中心となって、大阪マニュアルというのを作っ
てくれました。とても分かりやすく、実務者が使いやすい
よう、合理的にまとめられているので、このマニュアルに
はいつも世話になっています。

左は「伝統構法を生かす木造耐震設計マニュアル ―限界耐力計算による耐震設
計・耐震補強設計法-（通称：関西マニュアル 学芸出版 2004年刊）」。右と中
央は「木造住宅の限界耐力計算による耐震診断・耐震改修に関する簡易計算マ
ニュアル（通称：大阪マニュアル）」

ところで、なぜ、石場建てがそんな適判送りなんていう重
い罪？に問われているような状態になってしまっているの
ですか？？

それは、石場建ての構造安全性を証明するには、限界耐力
計算を使うからです。耐震偽装で問題になったケースが、
限界耐力計算で再計算した事例だったから、いわばそれに
巻き込まれた、というような感じです。限界耐力計算は高
度な解析方法なので、限界耐力計算を使ったケースは、と
りあえず厳重に見ておけ、という厳しい網に、４号物件の
石場建てもかけられているわけです。

これが「適判送り」と実務者が呼んでいる手続きの内容で
す。石場建ての伝統工法がこのような扱いになったことに
ついて、伝統木造に関わるいくつかの団体が連携して「こ
れからの木造住宅を考える連絡会」を組織し、こうした事
態は伝統構法の灯を消しかねないとして、異議を申し立て
たので。

2008年7月12日に「これからの木造住宅を考える連絡会」主催で行われたフォ
ーラム「このままでは伝統構法がつくれない！」のちらし

ところで、適判というのは、もともとはビルのような大き
な規模の建物のために行われる審査で、これに提出するた
めの書類が「膨大」なんですよね？

石場建て事例の小規模な住宅を設計するのには必要のない
ような項目についてもたくさん、いちいち証明を求められ
るんですよ。それだけの計算をしても、構造安全性を高め
ることにはならないのに、書類を整えるだけのためにね。

適判に出した結果、戻ってきた「質疑事項書」のごく一部。提出した書類の内容に対し、「補正または追加説明を求める事項」とし
て、たくさんのチェックが返ってきます。その１つ１つについて対応し、全ての問題をクリアしないと建築確認が通りません。

限界耐力計算そのものは、石場建ての構造安全性を確認す
るために必要です。けれど、そのために必要十分なところ
まででいいはずなんですが、適判を通すとなると「分かり
きっていることまで、いちいち確認させられる」というの
が、面倒です。

うーん、それって書類のための書類？というんでしょう
か・・かなりの無駄がありそうです。

いやあ、そうなんですよ。限界耐力計算は建物の耐震性能
をうまくトレースできていると思うんですけど。でも、構
造的にはしなくてもいいような計算までさせられるのは好
きじゃないです。できれば、４号特例廃止前の状態に戻し
てほしいですね～ 時間も余計にかかるし。建主さんにと
っても無駄な費用かけさせることになるし！

右側の薄いファイルは、基準法改正前につくった建物用に、川端さんが提出し
た構造計算書。左側の厚いのは、別の新しい建物のために、適判用に提出した
構造計算書。建物の規模は同程度。

7/12に伝統的構法の設計法作成及び性能検証実験検討委員
会が「石場建てを含む伝統的構法木造建築物の設計法」を
報告していますが？ それが完成すると解決する問題でし
ょうか？

「実務者に使いやすい設計法」という触れ込みで発表され
た標準設計法も、7/12で報告された時点では「まだ使えな
いな」というのが、正直なところです。

どのように使えないのですか？

個別の計算が要らない仕様規定として作られているので、
安全率を見ているんですね。仕様規定である以上、それは
まあ、ある程度しかたないことではあるんですが、安全率
があまりに高すぎて、オーバースペックというのかな、意
匠的にも予算的にも「こんなの、誰が作るの？」というよ
うなものになっちゃっているんですね。

伝統的構法の設計法作成及び性能検証実験検討委員会が発表した「石場建てを
含む伝統的構法木造建築物の設計法」 伝統的構法の特徴である変形性能に着目
したこれまでにない設計法ではあるが、残念ながら実務に使えるものには、ま
だなっていない。
検討委員会のWebサイトより標準設計法案のPDFをダウンロードする

うーん。誰も使わない、というのでは、当初の目的は満た
せませんね。検討委員会の事業は終了しましたが、そこを
引き続き「伝統的構法設計基準検討委員会」という組織で
引き継いで、事例検討などをしながら、実務で使えるもの
になるよう、調整していくということのようですね？

そうですね。それも石場建て初心者や、構造計算をやらな
くても仕様規定を守れば建てられることを求めているつく
り手にとっては、それもひとつの道かもしれませんね。け
れど、ぼくは、しばりの多い仕様規定を使うよりは、自由
な設計に対応できる限界耐力計算で解いていく方が今はい
いなと思ってます。「４号の住宅に関しては、石場建ての
適判送りは廃止」という方向に行くことに期待、ですね！

限界耐力計算は伝統構法を捉えるには適した計算法。限界耐力計算で構造安全性を証明した例。このような個性的な建物も建てること
ができます。「飯道山を望む家」（意匠＆構造設計／川端建築計計、施工／宮内建築）

期待って・・だれがその流れを作って行くのでしょうか？

誰って・・結局、実務者側から要望してかんと、そうはな
ってかんのでしょうねー

要望あって、はじめて門は開く、ということですね。 平
成19年（2007年）に改正基準法。伝統木造関係の諸団体
で横つながりの「これ木連」を結成して実務者側から動い
たことで、検討委員会ができ、ここまで来ました。けれ
ど、肝心の「欲しい成果」である「あたりまえに石場建て
ができるような道筋」はまだ得られていない。

伝統木造に関わりの深い５つの団体からなる「これからの木造住宅を考える連
絡会（通称 これ木連）」のWebサイト

石場建てがあたりまえにできる道筋って、そうむつかしく
ないんですよ。改正基準法以前の、性能規定による道を、
もういちど認めてくれればそれでいいんですから！再び、
これ木連の出番かな？

桃栗三年、柿八年。柚子は九年でなり下がる。梨の馬鹿め
が十八年・・

もう七年になりますからね。柿にはもう間に合わなくて
も、柚ぐらいまでには、なんとかなってほしいですねっ！

長い伝統構法の流れを、途切らせず、未来につなげていく
のに、大事な局面だと思います。水野さんちのようなスタ
ンダードなシンプルな家なら、標準設計法でもできるよう
であってほしいし、もっとフリースタイルな家でも、限界
耐力計算で構造安全性を検証し、通常の確認申請で通せる
ようであってほしい。うまく二本立てで「石場建てがあた
りまえにできる」状況を、切り拓いていきたいですね！
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